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1自己評価及び外部鮮傭結果

【嘉集所概要（事業所紀入）：しらひげ

事業所番号 4471000408

法人名 有限金側：福祉総合ケアハウス

事業所名 グループホームおおたの郷

所在地 杵築市大田石丸1392書地

自己絆価作成日 平成23年2月12日 評価結果市町村受理日平成23年4月8日

絆傭機関名 特定非営利活動法人　第三者絆価機構

所在地 大分市大手羽農21番1の2 12 チュリス古国府壱書館1F

訪問隅査日 平成23年3月4日

【事 業 所 が 特 に 力 を入 れ て い る点 ・ア ピー ル した い 点 く事 業 所 記 入 ）】

0 地積で行われる■■おせったい胃や‘‘ひいなまつり■零の時期には、地域の方々からお軌 のヽ連絡を頂くことが多く、そ

の都度、近隣地域やお帆 、して頂いた方宅にお連れし良い交流を囲っている。日々、ホーム内の交流だけではなく、

近附 こ出向くチャンスを大いに活用し数多くの交流の嶋を持てるように心凱 ナている。
○入居者の方も曹農業に従暮した方が多く、野菜等の収穫や土いじり等が気軽に出来るよう畑 ・花壇等の環境を整

えている。
○緊急時の対策として、職員全員が鶴年近隣の消防雷で行われている救急救命講習を再講習で受けており、万が

－の対応に備えている。
○防火対策として、地元消防団と連携をとり緊急時連絡体制の中で即座に団員に連絡が行えるよう対策を講じてい

る。

【外部 評価 で確認 した事 業所 の優れ ている点 、工夫 点 く評 価機 関記入 ）】

山間の自然に抱かれた田圃地帯に在り、隣探して有料老人ホームを配する、木造平屋造り2ユニットのホー
ムです。一人ひとりの利用者の尊厳とその折々の患いを大切にしながら有り添える介護の実軌 こ向け、全犠
員がチームとして励んでいます。ラジオ体操・身体を勤かすゲーム遊び（工夫された器具を利用）や連想ゲー
ム・言葉遊び等の特色あるリハビリに取り組んでおり、日常的な身心の機能訓練が継続的に行われていま
す。集団の中で個々が楽しみながら食事を営める姿勢を大切に、嗜好と栄養バランスを考慮した献立や雰囲
気作りに努めています。チームワークが充分に発揮できる仕組みとして、効率的に利用者の身心の状況や仕
革等を共有できる書式が整傭され活用されています。医師・歯科医師や地域の消防団や行政の協力体制、さ
らに、地域を交えた見守りネットワークも確立されており、地域の中で暮らす利用者の身心の安全と安心な日

常生活を満たす活動が行われています。

Ⅴ．サー ビスの成 果 に綱す る項 目 （アウトカム項 目） ※項 目h 1－55で 日頃の 取 り縞 み を自己 点検 したうえで、戚 集 について 自己辞儀 します

項　 目
　 取 り 租 み の 成 果
l 該当するものに0 印

項　 目
　 取 り 頼 み の 成 果
l 該当するものに○印

56

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向

を掴んでいる
（参考項目：23，24，25）

○ 1．ほぼ全ての利用者の

63

職員は、豪族が困っていること、不安なこと、求

めていることをよく聴いており、信頼関係ができ

ている
（参考項目：9．10，用）

0 1．ほぼ全ての豪族と

2．利用者の2／3くらいの 2．家族の2 ／3 くらいと

3．利用者の1／3くらいの 3．家康の1／3 くらいと

4．ほとんど摘んでいない 4．ほとんどできていない

57

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面

がある
（参考項目：18．38）

0 1．毎日ある

64

通いの積やグループホームに馴染みの人や地

域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2，20）

1．ほぼ毎日のように

2．数日に1 回程度ある ○ 2．数日に1回程度

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

（蓼考項目：38）

0 1．ほぼ全ての利用者が

85

運営推進会雛を遷して、地域住民や地元の開

係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の
理解者や応檀者が増えている
（参考項目：4）

1．大いに増えている

2．利用者の2／3くらいが 0 2．少しずつ増えている
3．利用者の1／3 くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59

利用者は、職員が支援することで生き生きした

表情や姿がみられている
（蓼考項目：紙 37）

0 1．ほぼ全ての利用者が

68
職員は、活き活きと鋤けている

（参考項目：11．12）

0 1．ほぼ全ての職員が
2．利用者の2／3 くらいが 2．職員の2／3くらいが
3．利用者の1伯 くらいが 3．職員の1／3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

80

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい

る
（蓼考項目：49）

0 1．ほぼ全ての利用者が

67

職員から見て、利用者はサービスにおおむね漬
足していると患う

0 1．ほほ全ての利用者が

2，利用者の2伯 くらいが 2．利用者の2／3 くらいが

3．利用者の1／3 くらいが 3．利用者の1／3 くらいが

4．ほとんどいない 4，ほとんどいない

61

利用者は、健康曹理や医療面、安全面で不安な

く過ごせている
（蓼考項目：30，31）

0 1．ほぼ全ての利用者が

88

職員から見て、利用者の家族零はサービスにお

おむね満足していると患う

○ 1．ほぼ全ての家族等が

2．利用者の2／3 くらいが 2．家族尊の2 ／3 くらいが

1 利用者の1／3 くらいが 3．豪族等の1／3 くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどできていない

62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟

な支援により、安心して暮らせている
（蓼考項 目：28）

○ 1．ほぼ全ての利用者が

G H おおたの林 （しらひげ．） ．xlS

2．利用者の2 伯 くらいが
3．利用者の1／3 くらいが
4．ほとんどいない

1



自己騨儀および外部騨傷結集　　　　　　　　　　　　　　　　〔セル内の改行は、（A蛸－）＋（Enterキー）です○〕
自
己
外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況　　　　　　　　 次のステップに向けて期待したい内容

Ul こ基づく運営

1 （1）0 理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
地域密着の意義を職員全員で指し合い、近
隣の環境・地域性を活かした理念を作り、玄

繊員一人ひとりが内容を充分に理解し、理念

の実践に向け、ケアの向上に取り組まれてい
ます。また年に1度全畿員で理念について検
討をし、見直しを行っています。

念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して 関・事務所に掲げている。毎日の朝礼で畿
実践につなげている 員全員で唱和し、理念の意義・理解を共有

し日々のケアや取り組みに活かしている。

2 （2）0 事業所と地域とのつきあい
地域老人会の漬掃活勤、ホーム主催の盆踊り、保育
胃との交流日等を行い、今では気軽にホームを放れる
方や散歩中に挨拶や声を凱ナてくれる方が多くなっ

自治会、老人会からのお賄いも多く、保雷園児と

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交

の交流、地域のお祭りなど地域活動、地域行事に
積極的に参加しています。またホームで盆踊りを行い
地域の方が大勢参加していただき尊ばれていま
す。散歩の時も近所の方の声かけや、ホームに気軽
に訪ねて来られ地域との交流もできており、広報
誌の配布も行っています。

流している た。また、二ケ月毒に近横地嬢を回り広報誌を配布し、
近況報告及び緋相ネットワークなどの協力をお願い
し、精霊、良い地域協力が得られている。

3 0 事業所の力を活かした地域貫献 事業所の広報誌に相放窓口の掲載を行っ
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の ており、馳知症や介護で悩んでいる方々の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて 相談やアドバイスを行っている。また、相故
活かしている に対して、地域支援事業所とも連絡を取り

合い協力をお願いしている。

4 （3）0 運営推進会線を活かした取り組み 家族、市役所職員、包括支援センター職員、地域 2ケ月に1度開催されています。運営推進会
運営推進会嬢では、利用者やサービスの実際、 民生委員、近隣地域の方々、施設曽理者等の蓼 譲では、外部評価を受けたことを知らせ、事
評価への取り組み状況等について報告や拝し合 加で行っている。会離内容は隷書録に起こし、市 稟所の取り租みを報告します。闊超を決める
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし の担当輝に捷出している。1削lた意見や要望は ことにより家族からの意見もでやすくサイ スの

ている 各会膿に掛けサービス向上に役立てている。 賞の向上に繋げています。

5 （4）0 市町村との連携 介護保険改正に対する適正な運営指導、利用者 市町村の担当者とは、随時連絡を取っていま
す。運営推進会譲の出席だけでなくホームに
も足を運んでいただき、相談や指導を仰ぎ、
協力と償精関係を築いています。

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所 からの市に対する要望の対応、各金銭管理が必
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝 葺な方 へ々の処覆対応等tH 日頃より各様 な々
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる 疑間点や相談などを行い、担当者の方より積極

的に協力して頂いている。

6 （5）0 身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての畿員が「介指定基準における
禁止の対象となる異体的な行為」を正しく理解して

委員会・全体会繊などで身体拘束に対し勉強会
や蕪し合いを行っている。玄関等の施錠に関して
は終日施錠せず、外出・帰宅願望尊で外に出よう

菜 若 葉 琵 整

う専協力を得ています。

おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア とされる時は、さり気ない声掛けや一組こ散歩す
に取り組んでいる るなど行動の制限をせず、安全面を考慮して自由

な暮らしを支援している。

7 0 膚侍の防止の徹底 虐待防止委員会等で虐待防止マニュアルを
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい 通じて、日々の介護業務に於ける虐待の有
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で 無、ならびに声軌ナや姿勢を撮り還り、
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、チェックリストを使用して日々確匿や啓発に
防止に努めている 努めている。

1ページ GHおおたの郷（しらひげ．）



自
己
外
部

積　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

市の福祉課や民生委員と連携を取り、福祉

サービスの援助や日常的金鑓管理、生活保
護、身叶者手続等の必要な家族、ご本人に
対して必要に応じ支援や援助を行っている。

9 0 契約に関する脱明と納得 契約時は、事例等も入れながら詳細に分かり易く
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者 説明し納得してⅧけるよう配慮している。解約を
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な睨明を 行う際は、ご家族と十分に賭し合い、今後の対応
行い理解・納得を囲っている や入居先などの援助協力を行い、理解し納得して

頂けるよう対応している。

10 （6）0 運営に関する利用者、家族等意見の反映
玄隅に苦情や要望などを記入する用紙を設置し、
家族の面会時、気軽に要望等を取入して頂くよう

家族の来訪時に、職員から挿しかけて聞き
利用者や家族等が意見、裏望を讐理香や職員な 取る姿勢をみせ、拝しやすい雰囲気作りに配
らぴに外部者へ表せる機会を放け、それらを運営

に反映させている

慮しています。聴取した意見、要望は管理者
が相脾連絡簿に記録し、申し送り時やミーティン
グで精し合い改善に努めています。

にしている。意見等があれば、家族会や職員会
にて話し合い運営に反映させている。

11 （7）0 運営に関する畿員意見の反映

月に数回、職員全体の会議や各ユニットの
運営会線では、職員の意見は自由に出せ、

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や 運営に反映されています。管理者は曽段の
棟案を蘭く機会を設け、反映させている 賭し合いを行い、糠員それぞれの意見を聞

く機会を放け運営に反映させている。

コミュニケーションから畿員の思いや要望を

聞き、職員全体でケアの賞の向上に努めて
います。

12 0 就業環境の亜傭 職員となるべく拓をする機会をもち、休日や勤務
代表者は、管理者や疇員個々の努力や実績、勒 も出来る限り希望に添えるよう対応している。ま
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい た、介穫職員処遇改善交付金やキャリアパス等
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整㈲こ努めている

を積極的に活用し、処遇の向上及び資格取得の
支援を行っている。出来る限り個 に々反映できる
ように企業努力している。

13 0 職員を育てる取り組み 職員の絶境や習熟度等を勘案して、薇員と
代表者は、管理者や糠員一人ひとりのケアの実 も拝し合いながら年間の研修計画表を作成
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会 し、各職員の介護技術の向上に活かしてい
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを る。また、研修鰍こは全体会練にて発表をし
進めている て報告している。

14 0 同業者との交流を通じた向上 年数回、同薫香が蓼加しての協精舎や各曝

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機 員の研修も頻繁に行い、賞の向上を目指し
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問 交換研修や交流も年間を通じて行ってい

等の活動を通じて、サービスの賞を向上させてい る。各雷兼所も積榛的に乗のあるネットワー

く取り組みをしている クの構築を目指し日々良い交流がなされて

いる。

2ページ GHおおたの榔（しらひげ．）



自
己
外
部

安心∠

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期持したい内争

町　宅 と信頼に向卸すた関係づくりと支援

15 0 初期に築く本人との情無関係

導入する段階で、本人が困っているこ
こと、要望尊に耳を傾けながら、本人の
保するための関係づくりに努めている

利用事前には家族、居宅介護支援事業担

サービスを 当者など関係者を含めた面談を披け、利用
と、不安な 者様が抱える心身の不安や薯望を多く引き
安心を確 出せるよう努めて面談し、サービス利用の

方向性に反映させている。

16 0 初期に

サービスを
こと、不安
づくりに努

築く家族等との信頼関係

導入する段階で、家族等が困っている
なこと、要望等に耳割師ナながら、関係
めている

申し込みの際は利用者の状態はもとより、
家族が求めている嘉などを引き出せるよう
面談している。また、ホームのサービス特性
尊も理解して頂くようにしている。

17 ○初期対

サービスを
の時」まず
サービス串

応の見極めと支援

導入する段階で、本人と家族等が「そ
必要としている支援を見極め、他の
壇用も含めた対応に努めている

利用前に、できる限り本人・崇族と拝し合い
を持ち、希望や要望を優先し、必要であれ
ば市役所担当課・包括支績センターや医療
機関と連絡を取り対応している。

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

人を介護される一方の立場におかず、
にする舌同士の関係を築いている

日々の行動を共にする雷で〝ありがとう”尊、
職員は、本 感謝の言葉を必ずかけ、共感し合える場面
暮らしを共 を作ることで、互いに尊重し合ったり、時に

家族などの立場になれる関係が築けてい
る。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
族を支援される一方の立場におかず、
族の絆を大切にしながら、共に本人を支
係を築いている

面会時の情報交換や月1回のお便りに利用
職員は、蒙 者の様子や写真を送付し、日頃の生活状況
本人と寮 を理解して頂いている。また、家族参加の行
えていく開 尊も企画し、年1回家族会を開催して情報交

換する場を放けている

20 （8）○馴染みの人や場との関係継続の支撲

れまで大切にしてきた馴染みの人や場所
く途切れないよう、支援に努めている 活動企画には馴染みのある場所（出身地方

面へのドライブ）や慣れ親しんだ内容（みか
ん狩り等）、地域行事を出来る限り取り入れ
るようにしている。

入所前のアセスルトを充分に行い、入所してから

本人がこ も鋼染みの人や場との関係を切らさない様な支

との関係カ 嬢を行っています。又利用者にも麟染みの職員
が付き元気のない時はその職員と昔の話をす
ると元気になります。利用者の知人や豪族にお
手紙を出す支援をしたり、手紙の来ない利用者
には職員が手紙を送ったりと利用者から喜ばれ
ており、租やかな笑顔が見られます。

21 0 利用者同士の関係の支援

士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
者同士が関わり合い、支え合えるような
めている

利用者さん連で兼しく過ごす時間、気の合う同士
利用者同 で遇ごせるような時間作りを配慮している。日常
ずに利用 の役割を分担して、手嶋等細かく分け利用者の
支援に努 心身の状態に応じて、役割を実践してもらうように

心即す、職員が爛整役となり支積を行っている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

』用（契約）が終了しても、これまでの朋
切にしなから、必要に応じて本人・家族

フォローし、相談や支援に努めている

サービス終了後も相談等いつでも応じる睨
サービス串 明を行い、その都度ご家族さん、各サービス
係性を大 機関の担当者との連絡や挿し合いを持ち、
の経過を 連携を園りながら支捷できる体制を整えて

いる。
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自

己

外
部

その

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ll 人らしい暮らlしを続 けるためのケアマネジメ ト

23 （9）○思いや意向の把握

いや暮らし方の希望、意向の把握
困難な場合は、本人本位に検討し

日々の開わりの中で声掛けを行い、選択できるよ
うな闘い掛けで強制的にならない■凱ナを心掛け
ている。また暮らしの中での行勤、雷集や表情か

r気づきノヰ」を作り日頃の拓の中、行動等で利用

一人ひとりの息

に努めている。

者の患いを把握したり、個々の情報収集に努めた
り、職員全員で共有しています。賓族の方が面会
に乗られた時は利用者と賓族の「交換／ヰ」を作り
何か一貫でも曽いてもらっています。利用者も後で
読み返して暮んでいます。

ている ら患いをくみ取り、気づきノートを活用し日々の介
護に活かし、家族と話し意向を知り把握している。

24 0 これまでの暮らしの把握

活歴や馴染みの暮らし方、生活環

サービス利用の経過等の把握に努

利用前のアセスメントを十分行うよう配慮してい
一人ひとりの生 る。利用時家族や関係者に聞き取りを行い、日常
境、これまでの のコミュニケーションを通じて生活の背景・本人さ
めている んが抱えている息いが探れるよう傾掛こ心掛け、

ご家族とも連絡を密にしている。

25 0 暮らしの現状の把握

日の過ごし方、心身状態、有する
把握に努めている

利用者の有する機能等に応じて、1日一人

一人ひとりの－ 一役（活動）を意識して生活できるよう働き
力等の現状の かけている。また、気づきノートを通じて、利

用者様の活動や生活の様子を必ず把戴し

ている

26 （10）0 チームでつくる介護計画とモニタリング

暮らすための課鶴とケアのあり方

、家族、必要な関係者と話し合い、
見やアイディアを反映し、現状に即
を作成している

利用者個々の生活暦から培ってきた事等や

家族の妻望（暮）を出来る限り反映できるよ
う、活用できる地域資源やケアのアイデアを

気づきノートを通じ、より多く取り入れられる

よう協離、計画している。

利用者には日々の生活の中で、家族には来所

本人がより良く 時又はt 拓で思いを確認し、職員の「気づき／－

について、本人 ト」を参考にモニ列ンゲを行い介護計画を作成して

それぞれの意

した介護計画

います。変化があれば、常時見直しを行ってい

ます。毎日のケアの中で一人ひとりの目標を持ち

チェックしプランに活かしています。

27 ○個別の記録と実践への反映

ケアの実践・結果、気づきゃ工夫を

入し、職員間で情報を共有しながら
画の見直しに活かしている

利用者の毎日の様子やケアや工夫、気づき等を
日々の様子や 印、色分けするなどして職員間でもより多くの情
セ別記録に把 報が明確に伝わりやすいよう工夫し、日々の情報

実践や介護計 交換（申し送り）が円滑に行われ、介護計画に反
映できるよう努めている。

28 〇一人ひとりを

本人や家族の

に対応して、既
な支援やサー

支えるための事業所の多機能化

状況、その時々に生まれるニーズ

存のサービスに疑われない、柔軟

ビスの多機能化に取り組んでいる

息な外出、泊の対応や、必賽に応じて面会

時等の送迎又は食事提供（手配）を行って

いる。また、通院に対しては、かていの状況
に応じて柔軟に対応している。
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自
己
外
部

境　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

29 ○地域資源との協働 利用者と庁舎へ市報をとりに外出したり、

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握 幼稚園との交流行事や地区老人会活動
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな への参加を行い、また、盆踊りには地域
暮らしを兼しむことができるよう支攫している の方連との交流が図れるよう参加を呼び

かけている。

30 （11）○かかりつけ医の受診支援
入居において利用者、家族からの受診希望
や対応について協離したうえで、家族と協力
し可能な限り希望する医療機関への受診が
行われるよう努めている。

利用者や家族の意向に添った医療機関への
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得 受診が行われています。常に身体状態の把
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな 握に努めており、受診経過等の記録は整理
がら、適切な医療を受けられるように支援している され職員間で共有しています。体調の酎 ヒや

受診結果尊は家族に伝達しています。

31 ○雷護鴨との協働 毎日の申し送りで利用者の状態報告を行
介穫職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気 い、必妻に応じて家族への報告、医療機関
づきを、職場内の看護職や静間看護師尊に伝え との調整を行っている。また、休日緊急時は
て相談し、個々の利用者が適切な受診や雷護を 連絡がとれるよう緊急時の連絡マニュアル
受けられるように支援している も配傭して職員に周知している。

32 0 人退院時の医療機関との協働 入陳中は適宜両会し回復状態を把棲しながら、
利用者が入院した際、安心して治療できるように、医療機関との情報交換や家族との連絡を股け早
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係 期退院に向けた受け入れ態勢に努め、退院後の
者との情報交換や相鉄に努めている。あるいは、 維遇情報や機能回復が適切に行われるよう完全

そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている｛

な回復が認められるまで医療機開への受診を
行っている。

33 （12）0 暮度化や終末期に向けた方針の共有と支援 サービス開始後より面会等を利用しながら 利用者や家族の意見・希望の杷機に努めて
重度化した場合や終末期のあり方について、早い 重度化や♯末期について拝しを行ってい おり、その思いの記載用紙を作成していま
段階から本人・家族等と精し合いを行い、事業所 る。状態の変化がある毎に利用者・家族等 す。意向を大切に捉える中で、医師と家族と
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、 と連絡を取り、連携を国り気持ちの変化に の話し合いや意思確認が行われています。
地域の関係者と共にチームで支様に取り組んで 対して、かかりつけ医と相談しながら対応し 終末期介護に全糠員で取り組む姿勢が伺え
いる ている。 ました。

34 0 急変や事故発生時の償え 採用職員は地域管轄消防組合の救急救命
利用者の急変や事故発生時に償えて、全ての糠 講習を必ず受講し、1－2年内に定期的に再
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行 受講している。また、関係施設に備わる対応
い、実践力を身に付けている 傭晶の取り扱いも必ず採用時は行い、年1

回程度取り扱いのおさらいを行っている。

35 （13）○災書対策 年2回隣接施設との共同訓練も含めた避難

訓練を実施。災書時は多数の地域消防団
員で構成された自動通報遵絡綱を備え協力
が得られ、合同訓練も行われた。

地域の消防団との連携のシステムが体系化さ
火災や地震、水害等の災書時に、昼夜を問わず れています。非常災害時（火災・天災）への訓練
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると や研修の中で、危機感を持ちながら職員が－
ともに、地域との協力体制を築いている 体となり安全対策に取り組んでいる様子が伺え

ます。儀晶讐理も徹底しています。
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自

己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

い その 人らしい暮らしを続 けるための 日々の支援

36 （14）〇一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊暮し、誇りやプライバシーを
嬢ねない言葉かけや対応をしている

個人情報保護法の理解や、情報の漏洩防

止に努めセ々の情報は一冊のファイルに綴

じ、外部者の目に触れないように管理してい
る。声かけには糞恥心に配慮し、耳元で行う
零の配慮をしている

個性を尊暮し、その人らしさを大切にしながら

常に「尊厳」を持って暮らせるように、家族や

利用者一人ひとりの思いを全職員で共有す
る中で、利用者本位の介護に努めています。

37 0 利用者の希望の表出や自己決定の支撲

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

職員は日堺の生活で、行きたい場所や食べたい鞠な
どさりげなく尋ね日頃の活動に活かしている。鞠雷を行
う陣は、必ず利用者に悦明して目的を知り、希望を聞
いて納得していただき対応し、賓化があればケース記
録・気づきノートを利用し義員間で共雷している。

38 0 日々のその人らしい暮らし

糠員側の決まりや♯合を優先するのではなく、一

人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように

過ごしたいか、希望にそって支援している

基本的な1日の流れはあるが、利用者の状

態や日々の体調に応じて起床、食雷、活動
内容、入浴（回数、時間、清拭等）を一人一

人の生活に合わせるよう努めている

39 0 身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

毎巾、きちんと身だしなみを整え、衣服も利用者と

一緒に選ぶよう配慮している。衣類や化粧品等、
希望された際は貰い物対応やご豪族に依頼する
等の協力も得ている。理容、美容は騨染みの店
を利用し本人の希望に応じて行っている

40 く15）0 食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み

や力を活かしながら、利用者と職員が一格に準備

や食事、片付けをしている

青年、年度毎に愚考隅蜜が冥施される甲で、利
用者の食べたいメニューを取り入れた献立作り
に励んでいます。さらに、季節の産物や栄養の
バランスを考慮した献立は彩りも良く、職員と共

に租やかな雰囲気で食事を兼しんでいる様子
が伺えます▲

個々の能力を把握し職員と一緒にエプロン

をつけ食材を切ったり味見をしたり盛り付け

をする等の準備過程を大切に支援してい

る。また、食事は職員も一緒にテーブルを囲

み家底的な雰囲気作りに努めている

4 1 0 栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて

確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応

じた支援をしている

食事の献立を記録して、個々に応じた食轟

を提供し、書．湯飲み．茶碗等は馴染みの

物を使用し、個々のケース記録に摂取量

（主食・副食）、水分の摂取量・気づきノート

に好みを記入し畿員間で共有している。

42 0 口腔内の清潔保持

ロの中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

毎食後に錮々に応じた対応をして歯磨きを促し、

利用者の状態により見守りや介助を行っている。
就寝前は義歯の洗浄を必ず行っている。また歯
科柱鯵時職員は歯科衛生士より必葦に応じて口
腔ケアの指導を受けている。
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自

己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

43 （16）0 排泄の自立支援 日頃の排泄パターンや動作などのタイミン 排泄チェック表を活用しながら、一人ひとりの状
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり グを気づきノート等に記入して、職員間で共 態に合わせた声かけや誘導が行われる中で、
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで 有しトイレ誘導に役立てている。食事後、特 輔に「尿量や色等」に気を配りながら体綱の把
の排泄や排泄の自立にむけた支接を行っている に朝食後は、排便のリズムを作るため訴え

が無くてもトイレ誘導を行っている。

姓に努めています、。身心の健全を目指して便

秘解消にも積極的に取り組んでいます。

44 0 便秘の予防と対応 当ホーム所有の田畑で栽培した繊維質の野菜を
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物のエ 取り入れ、便秘 こ考慮した食事を捷供。便秘気味
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に の方は冷水や豆乳、寒天を取り入れ、湯たんぽ
取り組んでいる にて腹部を温めマ勇トゲまた、散歩や室内にて運

動を実施し便秘解消に努めている。

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援 家族、市役所職員、包括支援センター職員、地域
民生委員、近隣地域の方々、施毅管理者等の参
加で行っている。金線内容は離事録に起こし、市

一人ひとりの利用者の習慣や好みを全職員が

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を

楽しめるように、♯員の都合で曜日や時間帯を決

共有する中で、清潔保持への配慮や安全な環
境設定（身体能力に合った儀晶の工夫と検討）

に積極的に取り頼んでいます。畿員のチーム

ワークのもとで、安心して煮しめる支棟に努め
ています。

めてしまわずに、個々にそった支援をしている の担当課に捷出している。頂いた意見や要望は
各会膿に掛けサービス向上に役立てている。

46 ○安眠や休息の支援 自分のリズムで昼寝等していただき希望あれば

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ

て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

遮光か－テンを利用し安眠できるよう配慮してい
る。湯たんぽを攫供したり、ナイトケアの一貫とし
て眼前の足浴を行っている。冷壌房の利用、換気
により圭温調整を行い、安眠や休息の支援を行っ
ている。

47 ○服薬支援 薬の処方等をコピーして、ケース把録に整理し、変化

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用

法や用量について理解しており、服薬の支援と症

状の変化の確認に努めている

があれば印や説明を付け加えて体臍変化や処方変更
がわかるようにしている。毒月の受鯵時に持参して状
態の蛙遇・変化をかかりつけ医に伝え医師の指示を記
入している。服薬の陣は名前と顔の確鞍をし、惧薬の
ないようにしている。

48 0 役割、楽しみごとの支援 農業や畑仕事に従事してきた方が多い轟から花壇や
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一

人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支操をしている

所有の畑を利用し■芸や農作業に携わる活動を多く
取り入れ、日常には女性が培ってきた事を参考に炊
事、洗濯、教縫（趨巾縫い）等を職員と一緒に行ってい
る。役割を終えた際は感謝、労いの青葉を必ず伝える
ようにしている‘

49 （18）0 日常的な外出支援 日堺から玄関尊は施錠しておらず、何時でもご自身の
一人ひとりの思いに寄り添いながら付き合う支

援r手lJ用者本位」の姿勢を全職員で共有してお
り、日々の対応に励んでいます。日光浴・外気

浴や外出支援等に努めており、気分転換を図る
営みを大切に、介護に取り組んでいます。

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か 意志で外出できるようにしている。また、職員と霊で責

けられるよう支操に努めている。又、普段は行け

ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族

や地域の人々と協力しながら出かけられるように

い鞠・畑仕事尊にも出かけ、近鱗では季節に応じてつ
くし取り、ヨモギ摘み、わらび、ぜんまい、たけのこ取り
尊折々にふれ出かけ、飛行場、鶉や市内（雛めぐり）等
のドライブも出かけ、封ナない方も＋檎子にて対応して

支援している いる。
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自
己
外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

職員のサポートで金銭管理ができる方（霊
銭程度）は持って頂き、ドライブや買い物等

の支払いは職員が利用者に手渡し、支払い
を行って頂けるように配慮している。

51 O t 緒や手紙の支援 いつでも家族や知人と連絡できるように配
家族や大切な人に本人自らがt 緒をしたり、手紙 慮している。手紙や葉義も自由に出していた
のやり取りができるように支援をしている だくよう支援している。また、職員より手紙

（郷たより）を通じて必要な衣類や日用品を
送っていただく等の支援をしている。

52 （19）0 居心地のよい共用空間づくり 花壇や菜匿で季節の野菜、花の育成を行っ 光彩豊かなテラスは、利用者の思いを活かせる
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴 ている、ウッドデッキでは景色を楽しみなが 増として利用されています。居間の壁面は、四
圭、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま ら余暇を過したり、行事食を行う等活用して 華の移りを表現した共同作品（利用者と職員）
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな いる。出来るだけ景色が楽しめるよう椅子を で装飾されており、また、「ことわざ」がいたる所
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、 配置する等、地域的な環境を活かせる工夫 に示されるなど、日常生活を兼しんでいる様子
居心地よく過ごせるような工夫をしている に努めている。 が伺えます。

53 0 共用空間における一人ひとりの居場所づくり 和圭（量、こたつ）を設け、のんびりとくつろ
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利 いでいただいたり、玄関ホールにソファーを
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所のエ鷹き季節折々の景色を眺め、ゆったり過ご
夫をしている せるようにしている。音楽やカラオケ等で楽

しく余暇を過していただく工夫もしている。

54 （20）0 居心地よく過ごせる居室の配慮 契約・両金時、家族に極力榊染みの物品等を 全職員間で一人ひとりの利用者の居室づくりを
居圭あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相鉄 持ってきていただくよう促したり、利用者が趣味活 受け持つ姿勢を大切にする取り組みとして、－
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし 勤で制作した手芸等を飾り付けたりし、安心して

過ごせるよう努めている。また、職員間でその方
の生活歴や日常の会姑の中で得た情報も活か
し、居室作りに役立てている。

月単位での担当職員の交代制を採用していま
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい す。リラックスできる居室の環境作りや、家族等
る の訪問しやすさへの配慮に努めています。

55 〇一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 掲示物は利用者の目線で確認できるよう明
建物内部は一人ひとりのrできることJrわかるこ 確に示し、カレンダーや誕生日メッセージ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活 カード、昔のことわざ等を活用し利用者と－
が送れるように工夫している 格に唱和し文字や数字に日々触れられるよ

う支援している。
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